
                       指導方法等の改善計画について          世羅町立 せらにし小学校 

 １ 教科について 
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 ３（参考様式）     

   

 

① 話の中心，構成等に注意して聞くことが十分

ではない。 

②登場人物の相互関係をとらえ，想像を豊かにし

ながら心情を読み取ることに課題がある。 

② 自分の考えを，理由づけしながらまとめるこ

とに課題がある。 

① 朝の会のスピーチタイムや授業の中での話

し合いで，自分が伝えたいことは何か，共に

考えたいことは何か等を整理しながら，相手

の話の内容を聞き取らせた。 

② 物語教材において，登場人物の各場面での心

情曲線をかいて気持ちを読み取らせた。 

③ 自分の考えを発表する時，根拠をはっきりさ

せながら理由づけをしたり，結論先行発言や

順序を表す言葉を使ったりした発言をさせ

るようにした。 

 

 

昨年度の課題 

 

 

 

◎・・・各段落の中心となる語や段落相互の関

係をとらえることができる。 

◎・・・漢字の読みが正確にできる。 

 

◎・・・主語と述語の関係を正しくつかむこと

ができる。 

 

 

 

 

①「段落ごとの要点をまとめたカードを用いて段落構成図を作り説明す
る」「教材の文章全体の展開をまねて説明文を書かせ友だちと交流させ
る」「文章全体を繰り返し読む活動をする」の指導を行い，段落相互の
関係を考えさせたり，要旨をとらえさせたりする。 

②日々の漢字練習を大事にし，１０問などの小テストを繰り返し行い定着
を図る。 

③文章を正しく理解，表現させるために，一文の主語をとらえさせたり，
自分が書いた文の主語と述語のねじれを直させたりして，主語と述語の
関係を繰り返し取り上げて指導する。 

 

 

重点課題に対応した改善する指導内容及び方法 

国 語 

重点課題 ◎：「基礎・基本」定着状況調査 

◇：全国学力・学習状況調査 

「基礎・基本」定着状況調査通過率  学校平均  ８１．5 ％  県平均   78.5 ％ 

昨年度の課題を受けて 

具体的に取り組んだ事項 

○読むことの領域において，県の平均通過率より５ポイント上回るようにする。 

○言語事項の領域において，県の平均通過率より５ポイント上回るようにする。 来年度の目標値 
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①分数の意味と表し方の理解が十分でない。 

②数量の関係を式で表すことができていない。 

③図形の観察・対応と数学的な用語を使って分か

りやすく表現することに課題がある。 

 

① 等分してできる部分の大きさを分数で表す

力をつけるために，具体物を用いて分数で表

す経験をさせ，量感覚を持たせるようにし

た。 

② 計算の順序のきまりを習熟させた。さらに，

文章問題では，関係図を取り入れて数量関係

をとらえさせ，式に表す活動を取り入れた。 

③ 図形の定義や性質をおさえ，その用語を使

って説明するようにさせてきた。 

昨年度の課題 

 

 

 

◎・・・定義や性質から長方形を判断すること

ができる。 

◎・・・棒グラフや折れ線グラフから変化の様

子を読み取ることができる。 

◎・・・数量の関係から規則性を見つけること

ができる。 

◎・・・繰り上がりのある加法（2位数）＋ 

（２位数）の計算をすることができる。 

 

 

 

①基本的な平面図形の定義や性質を理解させるために，図形を構成したり

分解したりする活動等の算数的活動を取り入れていく。 

②既習の知識および技能を活用することができるように，児童が資料の特

徴を説明したり，主張したいことを伝えたりする場面を設定する。 

③数量の関係を見いだす力を身に付けさせるために，「表やことばの式を

使って考える」問題解決をする場面を設定していく。 

④基礎的な計算の技能の習熟を図るために，ドリル学習を適宜設けてい

く。 

 

重点課題に対応した改善する指導内容及び方法 

算 数 

重点課題 ◎：「基礎・基本」定着状況調査 

「基礎・基本」定着状況調査通過率  学校平均    84.4 ％  県平均   77.8 ％ 

昨年度の課題を受けて 

具体的に取り組んだ事項 

○図形の領域において,県の平均通過率より５ポイント上回るようにする。 

○数量関係の領域において,県の平均通過率より５ポイント上回るようにする。 来年度の目標値 



２ 質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：学校質問紙調査，児童質問紙調査）  
 （１）生活・学習  

改善したい点（◎「基礎・基本」，） 今後の具体的な取組の内容 

 

◎自分で学習の計画を立てていない児童が多い。 

 

◎分からないことばをそのままにしている児童が多い。 

 

・家庭学習で予習や復習をする際の内容例を提示し，その内容を選

択させることで，自分で計画を立てて実行する力を養う。 

 

・授業や家庭学習の中で，分からない言葉があったときには常に辞

書を使って調べる習慣をつける。 

 

 

来年度の目標値 
・自主学習で学習の計画を立てて予習復習ができる児童の割合を70％以上にする。 

 

（２）教科  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
児童の回答と学校の指導についての課題 

（◎「基礎・基本」，） 
授業改善の方向性や具体的な取組 

国 

 

語 

 

◎国語の授業では，メモをとりながら聞くことができない児童

が６５%いる。前年度の４３%を２０ポイント下回った結果

となっている。 

話を聞く時，メモをとる習慣を身につけさせていなかった点

に課題がある。 

 

 

・「何のために聞くのか」という目的を意識させ，メモの取り方

を指導する。また，友だちのスピーチを聞いてメモをとった

り内容をつかんだりする場の設定をする。 

 

  

 

算 

 

数 

 

 

◎算数の授業では，問題場面を必ず図に表す指導を繰り返して

きた。しかし，文章を式化することを好んでいない児童は４

０%近くいる。図に表すことが式化への手がかりとなってい

ない実態がある。また，式にあてはまる問題作りをする場面

を授業の中にあまり取り入れていないため，問題作りを好ま

ない児童が４０%近くいるという課題がみえる。 

 

 

・文章を読んで図に表し，それを手がかりに式化するという流

れを繰り返すことで，式化する力を養う。 

 

・学習の中に文章問題作りの場面を多く取り入れたり，友だち

が作った問題を解き合ったりすることで，問題作りの楽しさ

を味わわせる。 

 

 

来年度の目標値 
・話の内容を正確に聞き取る児童の割合を70％以上にする。 

・文章問題を好んで解こうとする児童の割合を70％以上にする。 

算数の授業では。文章を式で表したり，式にあてはまる問題を作ったり
することが好きです。 

国語の授業では，メモをとりながら聞くことがあります。 



指導改善のための実施スケジュール 
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【教科】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

【生活・学習】         

 

結果の分析・H22の改善計画の見直し 

H23の改善計画の実施 

国 語 

算 数 

検証 

Plan 

次年度の計画 

Do Check Action Check 

・「基礎・基本」 

定着状況調査の分

析を行う。 

 

・改善計画を立て

る。 

・授業では，そばに辞書を置き，すぐに言葉や漢字を調 

べることができるように環境を整える。 

・説明文・物語文では，内容を構造的にとらえさせるようにし，読み取らせて

いく。 

・「言葉のきまり」の学習時間だけでなく，「読むこと」や「書くこと」の指導

において，主語と述語の関係を繰り返し取り上 

げる。 

・漢字習得時間の確保をし，作文を書く時に漢字を進んで 

使わせるようにする。 

・見直し， 

および3学期へ

向けての計画

を立てる。 

・実際に図ったり，体感したりする算数的活動を「つばき 

タイム」に取り入れ，習熟を図っていく。 

・図形の定義を基に，作図させたり，性質を説明させたりする時間を大切にす

る。 

・数量の関係を見い出させるとき，規則性を見つけさせ，式化したものを説明

をさせる場面を作り問題の解き方に慣れさせていく。 

 

・見直し， 

および3学期へ

向けての計画を

立てる。 

・確認テストを行い成 

果と課題をまとめる。 

・課題部分について，再度取  

り組む。 

・次年度の計画を 

立てる。 

・確認テストを行い成 

果と課題をまとめる。 

・課題部分について，再度取  

り組む。 

・次年度の計画を 

立てる。 

・家庭学習の中に，予習・復習をする項目を入れる。 

・生活の場で使っている算数探しをさせる。 

・家庭での時間の使い方を計画させるようにする。 

・基本的なメモの取り方（短い言葉で書く，箇条書き 

で書く，「はじめに」「次に」といった順序を示す言葉 

に注意して聞く等）を指導する。 

・文章から，大事なことを抜き出させ，式化する習慣を付ける。 

・問題作りをする時間を設ける。 

・見直し， 

および3学期

へ向けての計

画を立てる。 

・確認テストを行い成 

果と課題をまとめる。 

・課題部分について，再度取  

り組む。 

・次年度の計画を 

立てる。 


